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オマｰン国の鉱物資源について

川村和太1)

､｡はじめに

オマｰン国はアラビア半島の東端に位置する首

長国であり,1970年現一国王サルタンカブｰス(Sul-

tanQaboosbinAlSa1d)が開国してから,まだ僅

かに28年の若い国である.湾岸諸国に石油資源の

大部分を頼っている現在の日本にとって,オマｰン

がホルムズ海峡の外側に位置する産油国であるこ

とは国際的緊張の面からみて重要である.また,オ

マｰン国は原油を1日86万バｰレル生産している

のみならず,27兆立方フィｰトの天然ガスの可採埋

蔵が期待され,現在液化天然ガス(LNG)ブラント

を建設中で,2000年から年産660万トンの生産を

目指している.
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第1図

オマｰンの地質略図.

1)アキワ建設コンサルタン1･(株):

〒105-0004東京都港区新橋4-29-6

キｰワｰド1オマｰン,鉱物資源1オフィオライト､金属鉱物,非金属

原料,キプロス型含銅塊状硫化鉱床,外来性石灰岩
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第2図

オマｰンの鉱産物分布図.

オマｰンの国土の面積は約30万km2で日本の

81%にあたる.また,人口はオマｰン人約150万人

と外国人(主としてインド･イラン)の労働者約50万

人の合計200万人である.地理的には北にムサンダ

ムの半島を持ち,ホルムズ海峡を隔てイランに対塒

している.ムサンダムから南東に約700kmの海岸

はオマｰン湾に面し,ここから南西に延びる約

1,000kmの海岸線は,'アラビア海に面していて,ア

ラビア半島の北東縁を形成している.長い海岸線

を持ったオマｰンは古くから海洋国家として栄えて

きた.北西部でアラブ首長国連邦と西部でサウジ

アラビア王国と,また南西部はイエメン共和国と接

している.サウジアラビア王国やイエメン共和国と

は砂漠で接していて正確な国境が確定し走のは数

年前のことである.

オマｰンの地形は北の海岸に沿って延びるオマ

一ン山脈とそれ以外の比較的平坦な岩石砂漠に2

大別される.オマｰン山脈は主としてオフィオライ

トのナッペで構成されて,これを除く比較的平坦な

砂漠地帯はアラビア卓状地の基盤岩類で構成さ

れ,これを自亜紀末～第三紀の地層が覆う(第1

図).

著者は1995年2月から3年間,JICAの鉱物資源

探査の専門家として,オマｰン石油鉱物省に勤務

し,オマｰン全土を訪れ各種鉱床を直接観察する

チャンスに恵まれた.

オマｰンの鉱物資源には上記の石油･天然ガス

のほかに金属鉱物および非金属原料等もある(第2

図).ここでは金属鉱物および非金属原料について

紹介する.代表的な資源の生産量を第1表にまと

めて示した.
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策1表オマｰン国鉱産物生産高.

��1994年��1995年�19�6年

鉱種�生同(千トシ〕�金額(手US$)�生同(千トン)�金額(千uS$)�生産同(千トン〕�金額(千uS$)

理石�70�2ρ36�108�3,648�121�4.267

石灰石�1.940�3.640�2.206�8.070�2.263�8,323

石膏�1刎�1.069�105�959�113�970

食塩�13�2.111�14�2,306�12�1.898

ク1コム鉱�6�546�5�489�15�1.591

�㈲��������㌵����〶�

建用骨�15.315�32.445�15.9フ2�34,889�16,370�36.642

針��43.012��56.996��61.759

λ金属鉱物

オマｰンに賦存し開発可能な鉱物について地質

図幅作成段階でかなり多くの情報が集積され報告

されている.金属鉱物については鋼(合金),クロ

ムおよびマンガンが報告されている.乙れらはいず

れもオフィオライトに伴うものである.マンガンは鉱

床の規模が小さいのでここでは省略する.

2･1.銅

銅はオフィオライト中にキプロス型含銅塊状硫化

鉱床として胚胎しているものが主である.開発の歴

史は古くメソポタミヤ時代に既に開発され地表近く

の酸化銅鉱を対象として採掘されていた.現在で

も各所に当時の古い採掘跡や銅精錬のカラミが認

められる.鋼の分布範囲はオフィオライトの分布す

る地域で,パチナ(Batinah)海岸に沿って海岸か

ら10km-20km内陸側に帯状分布をするほか,内

陸のヤンクル(Yanqu1)地域およびイズキｰイブラ

(Izki-Ibra)地域にも分布している.さらに,マシ

ラ(Masirah)島にも銅の鉱徴地が分布する(第1

図･第2図).

現国王サルタンカブｰスは開国後の早い時期に

銅鉱に着目し,1983年からソファｰル(Sohar)近

郊の地で銅鉱石の採掘を行うとともに銅精錬場を

建設し電気銅の生産を開始した.この操業は

OmanMining杜が担当した.電気鋼の生産は年

間2万トンである.しかし探鉱作業が順調に進まず

1994年9月でオマｰン国内の銅鉱石の採掘は中止

のやむなきに至っている.そして､残された銅精錬

場は外国産の鋼精鉱で委託精錬の操業を続けて

いる.

これまでに採掘された主な銅鉱山は次のもので

ある.

銅鉱山はソファｰルからブライミｰ(Buraimi)へ

通ずる道路を約35km山岳部には入った場所に位

写真1オフィオライト中の枕状溶岩一パチナ海岸グザイン

(Ghuzayn)地区.

写真2金属鉱業事業団によるボｰリング調査一パチナ地

域グザイン(Ghuzayn)地区.

直し,ラセイル(Lasail)鉱山,ラセイル西(Lasai1

west)鉱山,アルジャ(Araja)鉱山,バイダ(Bayda)

鉱山がある.いずれの鉱山も既に採掘済で閉山し

ている.

ラセイル鉱山:

1980年採掘開始,1994年9月終掘.トラックレス

法による坑内採掘.採掘粗鉱実績825万トンCu

1.9%.鉱石は主として黄鉄鉱･黄銅鉱.

ラセイル西鉱山:

ラセイル鉱山に隣接し地表近くに胚胎し露天掘.

採掘期間1988年～1994年.採掘粗鉱実績30万ト

ンCu1.3%.

アルジャ鉱山=

大部分露天掘りで採掘されたが,下部は坑内堀

で採掘.採掘期間1980年一1994年.採掘粗鉱実

績334万トンCu1.4%.

バイダ鉱山1

高品位の鉱床であるが断層が多く複雑な構造.
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坑内採掘,採掘期間1980年～1994年.採掘粗鉱

実績63万トンCu2.65%.

これ以外の主な鉱徴地は内陸のヤンクル地域に

ラカｰ鉱床とハイルアルサフィｰル(HailasSafi1)

鉱床があり各種探鉱が実施された.

なお,銅鉱床の酸化露頭の一部には金が濃集し

ているところがあり,ヤンクル地域のラカｰ(Rakah)

鉱山では年産O.5～O.7トンの金を現在生産してい

る.

いる.最近では耐火用の販売が順調である.

1990年頃フェロクロムまたはチャｰジクロムの生

産計画が企画されたが,電気料金やクロム鉱の晶

質等の制約があって中止されたままである.

今後は,クロム鉱の晶質管理(品位･サイズ等)を

十分に行えば,継続的に出荷が見込める数少ない

鉱種である.しかし鉱床は一般に複雑な形状をし

品位の変化も著しいので,採掘と平行してポｰリン

グ調査等が必要である.

2-2.クロム鉱

クロム鉱床の多くは地質図幅作成時の野外調査

で確認されたもので,いずれも規模が小さいが露

頭は多い.調査は1974年に始まり1984年までに

110の鉱徴地を発見したという.1984年～1991年

にかけてソファｰル地域の精査が実施された.主

な産地はソファｰルの北西約50kmとマスカット

(Muscat)の南西約100kmの2地域をあげることが

出来る.堆質はサマイルオフィオライトのマントル部

に相当するハルツバｰシャイト･ダナイト中に胚胎

し,一般に形状とサイズは不規則である.形状はさ

や状(pod)と層状(stratum)があり,サイズは1,000

トン程度の鉱床が多いが,最大の鉱床は30万トン

(例えばGhashab･2鉱床)におよぶ.鉱石の品質に

ついては耐火物,製鉄用(金属用)に大別される

が,鉱床ごとにかなり晶質の変化が著しい.また,

高品位の鉱石は少なく中品位(43～33%Cr203)の

ものが多い.現在オマｰンのクロム鉱の総埋蔵量

はオマｰン山脈の北部で200万トン,南部のイズ

キｰイブラ地域で200万トンの合計400万トンと発

表されている.

クロム鉱は利用面からは耐火物･製鉄用(金属

用)のほかに化学用を加えて3部門に大別される.

オマｰンのクロム鉱はこのいずれにも利用されて

いる.

オマｰン産クロム鉱の用途別成分は,耐火用:

Cr203+A120360%以上,Si026%以下,FeOは

低い方がよい.製鉄用:Cr20345～50%,Cr/Fe

2.5～3,Si025～6%.化学用:Cr20343%,

Cr/Fe約1.6,Si02約3%である.

現在,採掘と販売はOmanChromite社1社によ

って行われていて,年間約1万トンの塊鉱が全量輸

出されている.主な輸出先は日本･中国等となって

3.非金属原料

非金属鉱物資源は,全国土の大半を構成してい

る石灰石･ドロマイトをはじめとして豊宮な資源に

恵まれている.しかし,開発されているものはその

ほんの一部に過ぎず今後開発の進展が望まれる.

非金属原料の主なものは石灰石･ドロマイト･大理

石･石膏･珪砂･珪石･カオリン･各種粘土･建築

用骨材･ラテライト･グアノ燐鉱等がある.

3一､.;石灰石

オマｰンでの石灰石の分布は国土の大部分を占

めているといっても過言ではない.オマｰンの地質

図でSedimentarycover-EndCretaceous-Ter-

tiaryと表現される単元は,表層堆積物を除けば国

土のもっとも若い地質体で,現在の地表近くに分布

し,多くの地層が石灰岩で構成されている.

現在の石灰岩の利用状況は,多岐にわたる石灰

石の用途の中で,セメント製造用が鉱量において

最大である.

セメント製造用の石灰石年間生産量は,マスカッ

ト地域でオマｰンセメント社の80万トン(1998年か

ら150万トンヘ増産),サラｰラ(Salalah)地域でラ

イスｰト(Raysut)セメント社の30万トンである.ま

た,輸出用には北部山脈でアラブ首長国連邦のセ

メント工場(Sharjahセメント社)用として100万トン

を生産している.

タンカル等の工業用石灰石はクリヤット(Quriy-

at)でConstructionMaterialIndustries'社が約15

万トン生産している.

そのほかの生産では,ここ2～3年急速に建設が

始まった漁港構築のための防波堤用捨て石として

石灰石やドロマイトの採掘が盛んである(例:スル

地質ニュｰス534号�
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漁港,クリヤット漁港).これらの石灰石はいずれ

も第三紀の石灰岩層である.

石灰石の生産の将来展望としては,オマｰンの

石灰岩は膨大な量に恵まれしかも樹木や表土など

の被覆物がなく,晶質･生産立地,特に積出港等

の設備インフラの選択により,湾岸協力会議諸国･

インド等を輸出対象国とした生産が可能であり,期

待される.

対象となる石灰岩の主な候補地はムサンダム

(Musandum)地域:ジェルバラック(She1barak);

パチナ(Batinah)地域:ワジジジ(WadiJizi),ルワ

イダｰ(Ruwaydah),アルカドラ(A1Khadra);ニズ

ワ(Nizwa)地域:ニズワ(Nizwa);クリヤット

(Quriyat)地域:アニャン(Aynayn);スル(Sur)一

アスアシュハラ(AsAshkarah)地域:シリミヤ(Sa1-

imya),ワジムラ(WadiMura),アスアシュハラ(As

Ashkara);シェワイミヤ(Shuwaymiyah)地域:アイ

デン(Aydim),フラク(Warak);サラｰラ(Sala1ah)

地域:アソスライヤット(Anthrayiat),カダイ(Gha-

day),ラブック(Rakoob),ワシヒザ(WadiHiza),

ワジウユン(WadiUy㎜)等がある.

3-2.ドロマイト

オマｰンに分布する石灰質岩の大略3分の1は

多かれ少なかれMgOが添加されドロマイト化作用

を受けている.その上,工業用に利用できる高晶

質ドロマイトはかなり広範囲に分布している.しか

し,社会基盤整備が未発達のオマｰン国では工業

用に使用されているものはない.将来工業用に採

掘対象となる候補地は次の通りである.

スメイニ山(JabalSumayni),クリヤット(Quriy-

at),ハタブ(Hatab),シャベルクプタワ(Jabel

Qaftawt),アイノ､ット(Aybut).

3-3.大理石

大理石は石灰岩が変成されたものである.上記

の第三紀の石灰岩と異なり,採掘対象としている

岩体は,ナッペ(ハワシナナッペ)中に産する,外来

性石灰岩が主であり,社会基盤整備が完備したパ

チナ地域とニズワ(Nizwa)地域に集中している.

大理石の色調は灰色～淡桃帯褐色ものが多く白色

のものは少ない.

主な業者は,A1NasarMarble社,OmanMar一

写真3アルカドラ(則Khadrah)大理石採石所での切り

出し状況(白亜紀の黒地性岩体でオフィオライト

に付随).

b1e杜.そのほか数社があり,最近盛んに輸出をす

るようになった.

大理石産業は既に成熟した産業となっており,

政府が特に工業振興をする必要がないものと考え

られている.しかし,未探査地区が多いので晶質

が優れた大理石の発掘は今後に期待される.

未開発の大理石特に外来性石灰岩はオマｰン山

脈地域の各所に分布するが,開発の可能性が高い

ものはパチナ地区,ニズワバハラ地区,イブラ地

区,アシュハラ(Ashkarah)地区,ドファｰル地域の

シャリム(Shalim)地区,サラｰラ地区等がある.

3-4.宿青

石膏はドファｰル(Dhofar)地域のツムリット

(Thumrait)で採掘され主としてセメント用に利用

されている.最近(1996年)内陸中央部のカバ

(Ghabah)でも採掘が始まり,主としてセメント用

に利用されているが一部はアラブ首長国連邦へ輸

出されている.

ツムリットの石膏は第三紀の蒸発鉱床で2～5m

の層厚の石膏層数枚が1～2m層厚のドロマイトと

互層をなしてほぼ水平に堆積し,分布範囲は

50km2におよぶ.この地域でツムリットに次ぐ有力

な石膏鉱床としてシェワイミヤ(Shuwaymiyah)石

膏鉱床がある.晶質･鉱量とも優れ,海岸に沿っ

て露出している.日本やイギリスの企業により開発

調査が検討されいる.なお,ドファｰル地域に広く

分布する石膏鉱床は大部分が第三紀最下部の始

新世のラス(Rus)層群に属している.
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写真4シェワイミヤ(Shuwaymiyah)石膏鉱床.ドロマイト

の薄層を挟在する(第三紀始新世).

カバの石膏は第三紀中新世のもので,層厚約

1.5mの一枚の薄層で鉱量的に限られているほか,

粘土の薄層(1mm～4mm)を挟在していて晶質は

ツムリットより落ちる.しかしツムリットに比べて消

費地に近いので急速に開発された.

将来開発の対象となる候補地は次の通りであ

る.

ドファｰル(Dhofar)地域:ツムリット(Thumrait)

(一部採掘中),スタ(Suddah),タカバヤット(Thak-

abayat),シェワイミヤｰ(Shuwaimiyah);内陸

(Interior)地域:ハウシ(Hawshi)地区カバ

���栩�

写真5アブタン(AbuTm)珪石鉱床.露頭は砂状を呈

する(基盤の変成岩の風化堆積物一原岩は白亜

紀層).

写真6アラキ(ArAki)珪石鉱床(基盤の変成岩一白亜

紀層).

3-5.珪砂･珪石

オマｰンのシリカ源である珪砂･珪石は主として

中央オマｰンのハウシホクフ(Hawshi-Huqf)地

域に分布し,アブタン(Abu↑an),ワシバウ(Wadi

Baw),アラキ(ArRaki)の鉱床がある.アブタン珪

砂は後期自亜紀サムハン(Samhan)基盤に属する

石英片岩起源の珪砂であり,鉱量と晶質に恵まれ,

石油鉱物省によるボｰリング調査で詳しく調査され

たワシバウ鉱床はアブタン鉱床の南約35kmに位

置し,またアラキ鉱床はアブタン鉱床の北約30km

に位置する.両鉱床ともアブタン鉱床と類似の鉱

床である.

南部のドファｰル地域ではサラｰラの北70kmに

ハウフ(Hawf)珪砂が知られている.また北部オマ

ｰンではマスカットの南40kmのマスカットクリヤッ

ト(Muscat-Quriyat)道路に沿ってサリｰル(Sa1i1)

白雲母結晶片岩が分布し珪石源として考えられて

いる.

3-6.カオリン

カオリンはオマｰン中央部ハウシ･ホクフ地域に

分布し,ハウシ(Hawshi)カオリン鉱床とスメイニ

(Sumaynah)カオリン鉱床がある.ハウシカオリン

鉱床は三畳紀ミンジュｰル(Minjur)累層に属して

いる.石油鉱物省は鉱床探査のため数年前にポｰ

リング調査を実施した.鉱床はほぼ水平であり,10

～30mの層厚がある.鉱物学的には高晶質のカオ

リンであるが鉄分の含有量が多く､製品が着色する

ため製紙用や陶磁器には使用できない.一そのため

に現在は開発されていない.スメイニカオリンはハ

ウシカオリンの南約70kmに分布する.カオリンの

品質はハウシカオリンに類似するが未探査である.
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写真7シェワイミャアタブルシャイト鉱床.頁岩状で層理

面がよく発達する,5-10mごとに万灰岩の薄層

を挟在する(第三紀始新世).

3-7.そのほかの粘土鉱物

アダプルジャイト

アダプルシャイトはベントナイトと同様にモンモリ

ロン族に含まれる含水珪酸マグネシウム鉱物であ

る.アダブルシャイトの針状構造は,長さ1ミクロン

で,細かい空隙のある筒からなる.アダプルシャイト

は100℃㍗200℃に加熱するとゼオライト水が抜け

て空洞となり,吸着力が増える.熱加工したアダブ

ルシャイトを活性アダプルシャイトまたは,アタルジ

ャイトクレｰ(Attapulgusc1ay)と呼ぶ.活性アダプ

ルシャイトは吸着脱色力に優れているため,石油の

精製工程で脱色,脱硫,石油の再生に利用され

る.また,硝酸,硫酸,燐酸アンモニア系の粒状肥

料の固結防止に効果を示す.そのほか,ペット用の

砂,油･グリｰス吸着剤,殺虫剤用,ドリリング用

泥水そのほかに利用される.

オマｰンには,シェワイミヤｰの海岸に沿って層

状に堆積し膨大な埋蔵量を有するシェワイミヤｰ鉱

床があるほか,サラｰラの東方約60kmにはタウイ

アタｰル(TawiAtair)鉱床が分布する.ここのアダ

ブルシャイトは農耕土壌や日干しレンガとして一部

が利用されているが,工業用には利用されていな

い.

そのほか粘土

粘土は煉瓦,陶磁器,タイル,セメント基材として

使用される.主な分布は次の通りである.

スル近郊:ファラジ(Fulayj)粘土,第三紀一始新

世一ウム･エル･ラドハマ(UmmerRa沽uma)累

層;マスカット近郊:ジャマット'･カプｰスベントナイ

写真8岩塩層.カバ(Ghabah)地域の平坦な岩石砂漠中

に比高30mの丘を呈し露出する.白色一透明な

桃色を呈す.岩塩層は大部分がドロマイト層で被

覆されている(後期原生代～カンブリア紀層).

ト(JamatQabus)Bentonite;イブリ近郊:ワジマ

カイル(WadiMaqai1);ニズワ(Nizwa)近郊:ブダ

イアン(BuDiyan).

3-8.建築用骨材

オマｰン山脈を構成する基盤岩並びにオフィオ

ライトは共に河川堆積物となり,大量の良質な礫･

砂が段丘状または川(ワジ)底に河川堆積物として

堆積しているため,各所で採石(砕石)(地元では

｢クラッシャｰ｣と呼ばれる)されている.礫は主に

大理石･玄武岩･ハンレイ岩である.オマｰンの鉱

業法では,河川では2mの深度までの骨材採掘が

許可されている.現在は都市周辺とアラブ首長国

連邦に近い河川(ワジ)で盛んに採掘されている.

アラブ首長国との国境付近では玄武岩やハンレイ

岩の岩体を直接山から採掘している所もある.

3-9.そのほか(天青石,珪灰石,ラテライト,岩塩,

合カリ塩水,グアノ燐鉱,石炭)

そのほかの鉱物資源として,天青石がハウシに,

珪灰石がアラブ首長国連邦の中にあるオマｰンの

飛地マドバ(Madha)に分布しているが,いずれも

まだ十分な調査がされていない.ラテライトはイブ

ラ(Ibra)地域に分布しているがその一蔀はセメン

トの鉄源として採掘されている.岩塩は古くから採

掘され利用されたが,現在は採掘されていない.し

かし,石油升から得られる塩水を同時に得られる

天然ガスを利用して加熱し食塩を精製し,主として
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川村和太

掘削泥水の調整用に用いられている.サウジアラ

ビアの国境に近い内陸のウムアズサミン(UmmaS

Samim)にはカリに富んだ飽和状態の塩水が大量

に分布している.カリ肥料としての研究がかつて商

工省で行われたが,副産物のリチウム等を殆ど含

まないために未開発である.グアノ燐鉱はアラビア

海に浮かぶ諸島の分布している.一部はかつて採

掘されたことがあるが現在は採掘されていない.

石炭はスルの近くのバニブアリ(BaniBuAli)地区

に分布し,最近国連の援助で探鉱され,さらに準工

業試験を実施した.炭量は1.2億トンで高カロリ

ｰ･高揮発性の渥青炭と発表されているが,硫黄

分が4%と高く開発されていない.

4.オマｰンの地質･鉱物資源基礎資料

オマｰン国の資源調査については石油鉱物省

(MinistryofPetro1eumMinera1s)鉱物局(Direc-

torateGeneralofMinera1s)が管掌していたが,

1997年12月16日行政改革があり,石油鉱物省は石

油ガス省(MinistryofOi1andGas)となり,鉱物

局は,商工省(MinistryofCommerceandIndus-

try)へ移管された.

鉱物局の人員は鉱物局長以下約40人である.

1970年の開国以来',地下資源の調査は主として

石油･天然ガスを対象としてきたため,一般の鉱物

資源の調査は未だ十分な状況ではない.しかし,

国家の基礎資料の作成は着実に進められている.

そして,1993年までには全国の地質図幅の調査が

ほぼ完成した.

オマｰン国の鉱物資源の現状と,地質調査と鉱

物資源調査開発のために現在利用できる資料には

次のもがある.

地形図は全国にわたり縮尺10万分の1および25

万分の1でカバｰされていて,政府の許可を受けれ

ば1枚5オマｰシリアル(日本円で約1,700円)で購

入できる.販売はMinistryofDefense“Nationa1

SurveyAuthority"で行っている.

航空写真は6万分の1の白黒写真が全土をカバ

ｰしている.北部山岳地域,ハウシホクフ地域お

よびサラｰラ地域には2万分の1の白黒並びにカラ

ｰ写真がある.許可を得て地形図と同様に購入で

きる.

地質図幅は5万分の1,10万分の1および25万分

の1があり,地域によって利用できるものと出来な

いものがある.5万分の1図幅は北部山脈地域の北

緯24度以北で,10万分の1図幅はオマｰン山脈地

域と南部のサラｰラ地域のみで利用できる.地質

図幅調査は主としてフランスのBereaude

剥捨敲捨�����略�瑍楮��猨���

がオマｰン政府の依頼により進められてきたが,一

方イギリスのOpenUniversityも北部山岳地域の

10万分の1地質図幅作成に協力した.また,日本の

大手開発(株)は銅鉱床分布地域の5万分の1地質

図幅を作成した.

地質鉱物資源関連出版物は基礎的なものが政府

により発行されていて鉱物局で購入できる.特に

物理探査(非石油関係)についてはWor1dGeo-

scienceCorporati㎝Limited(WGC)がオマｰン

政府からの発注により,大がかりな空中物理探査

(放射能探査･磁力探査)を,パチナ海岸地域とヤ

ンクル地域について1991年と1992年に,イズキｰ

イブラ地域･ハウシ･ホクフ地域およびマシラ島地

域については1995年と1996年に実施している.

5.オマｰンの気候と社会

5-1一オマｰンの気候と社会

オマｰンの気候(マスカット首都圏)は大きく分け

て夏と冬に2大別される.夏は4月末から9月末で

あり,冬は10月から4月中旬とされている.夏は気

温が極めて高くしかも湿度も高いので人聞の活動

が制限を受ける.日中の気温は40度以上になるこ

とが多く特殊な職業以外野外での作業は困難であ

る.一般のオフィスの作業も午後1時から4時まで

は中断され,4時以降にまわされる.冬の気温は最

低が15度で,その時の日中は25度である.冬の季

節に年間10回程度の雨がある.

南のドファｰル地域のサラｰラではモンスｰンの

影響を受け5月から9月まで気温は温暖で雨がある.

鉱物資源の調査開発の仕事は10月以降4月まで

の冬の期間に実施されるので,10月になるとどっと

ヨｰロッパやそのほか世界各国から人々がやって

くる.そして,4月になると暑さのために殆どの外国

人は引き揚げてしまう.学校は6月中旬から3ヵ月

の夏休みがあり,これに伴い役人は平均2ヵ月の長
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期休暇に入るので,7月,8月はまったく休業状態に

なってしまい,9月とともに正常にもどる.

5-2.ラマダン

ラマダンは大陰暦によるので時期は特定できな

いが通常29日間である.この期間中は政府機関の

日常業務は始業と終業が1時間ずつ短縮される以

外に1日5回の礼拝があり,正常時の半分以下の状

況となる.野外作業は行われないため,地質調査

等の時期はラマダンを除いて計画しなければなら

ない.

5-3.オマニセイションと民営化

オマｰンが抱えている大きな課題はオマニセイシ

ョンと民営化である.オマニセイションとはインド

人･パキスタン人等から職場をオマｰン人のために

取り戻すことであり,現在はタクシｰの運転手は全

てオマｰン人になっているが,そのほかの熟練労働

者や一般の単純労働者は共に外国人によって占め

られていて,オマｰン人による職場の獲得はかなり

困難である.従って,オマｰン人に対する職業訓練

などが急務となっている.一方,数少ない大企業

は殆とが国営企業であるため効率化と技術革新を

進めるには民営化の道を進まなければならない.

鉱物局に関係する国営企業には0manMining社

があり,民営化の方針が強く打ち出されている.

6.オマｰン国内における日本人の活動状況

オマｰン国は開国以来,意欲的に国内開発を行

ってきた.現在は第5次5力年開発計画(1996-

2000)を推進中である.第3次5力年計画(1985-

1990)頃から脱石油対策を強く打ち出し,石油天

然ガス以外の天然資源である金属鉱物資源,非金

属鉱物資源の探査開発およびこの下流部門の工業

化に力を入れてきた.これは確定石油可採埋蔵鉱

量が16～17年分しかないといわれているためであ

る.また,オマｰン原油の40～45%を日本が輸入

していて,これは日本の原油輸入の7%に当たる.

従って,原油輸入のために,日本の主要商社はそれ

ぞれ支店または出張所を設置している.また,首

都圏マスカットでの淡水化プラント建設,オマｰン

セメント工場の倍増設工事および天然ガス液化プ

ラント建設には日本の主要企業が工事を受注し実
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施している.石油の生産や探査にも日本の石油会

社が鉱区を獲得して活動している.

一方,オマｰン国内での日本製品はかなり多く,

自動車を例にとればその約70～80%は日本製で

占やられているなど,日本の経済と強く結びついて

いる.また,オマｰン国内の日本人滞在者は現在

120～150人である.しかし,歴史的にはイギリスの

影響が非常に強く,政治面･経済面に色濃く陰を

落としている.例えばオマｰン石油開発機構(Pe-

tro工eumDevelopmentOman)の大株主はシェル

(She1I)である.

日本による銅および金を調査対象とした海外資

源開発協力基礎調査｢オマｰン国南パチナコｰス

ト地域資源開発調査｣が1997年度から3力年計画

で造られていて,1997年度には,大きなキプロス

型含銅塊状硫化鉱床の一部に着鉱した.また,資

源開発協力基礎調査｢フォロｰアップ･アフタｰケ

ア調査オマｰン国ラカｰ地域｣でヤンクル地域の鋼

金鉱床に対し開発可能性調査を実施した.

一方,工業技術院国際特定共同研究が｢オマｰ

ン国のサマイルオフィオライトにおける貴金属鉱化

の潜在性と資源探査手法の開発に関する研究｣

(研究代表者,地質調査所小笠原正継)として97

年度から3力年計画でスタｰトした.また,文部省関

連では,科学研究費補助金(国際学術研究)で｢海

洋地殻生成のダイナミクスｰオマｰンオフィオライト

を例として一｣(研究代表者,宮下純夫教授)が97

年度から開始した.
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